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北海道大学　2011. 9

0. はじめに

　シュンペーターは企業家活動をイノベーショ
ンの遂行と位置づけ，景気循環というマクロ
経済の動態を伴いながら資本主義経済を成熟
させる要因とした（Schumpeter［1926］［1939］
［1950］）。カーズナーは利益機会の顕在化を企
業家活動の最も重要な役割として位置づけ，そ
れが経済資源の利用に関わる調整という市場
機能を補完するとした（Kirzner［1973］［1992］
［1997］）。さらに，ペンローズは企業家活動を
企業組織の成長をもたらす経営者機能を保管す
るとした（Penrose［1959］）。その一方で，ヴェ
ブレンは，企業家活動の動機は自らの所有権の
拡大であり，そのためには時に生産活動の停滞
をもたらすこともあり得ることを指摘している
（Veblen［1904］）。このような様々な側面を持
つ企業家活動を評価する上でどのような観点を
経済学は提供してきたのだろうか。
　この問題に対して，社会的生産性の向上に寄
与するかどうかという観点から企業家活動を評
価する議論が見られる。これを代表するものと
して，我々はボーモルとホルコムの二人を挙げ
ることができる。前者は，企業家活動はその背
後にあるゲームのルールによって生産的にも非
生産的にもそして時には破壊的にもなりうると
論じているものであり，後者の議論はアメリカ
の選挙制度の下での政治的企業家性の担われ方
を論じながら，企業家活動が生産的にも略奪的
にもなりうることを論じている。第一節ではボ
ーモルを，第二節ではホルコムの議論を見てい

きながら彼らの議論の特徴とその相違について
確認する。
　ボーモルやホルコムらの議論は，企業家活動
が生産的な成果をもたらすべきものとして位置
づけている点，そして個々の企業家活動をいか
にして生産的ならしめるべきかという課題に制
度的側面からアプローチしている点で共通して
いる。しかし，彼らは企業家活動がもたらす生
産性の向上をどのようなものとして認識してい
るのだろうか。第三節ではこの点について論じ
た上で，企業家性がもたらすものは何かについ
て考察する。
　企業家活動によってもたらされるとする社会
的生産性の向上は，一企業家活動によってもた
らされるのではなく，様々な企業家活動を社会
的生産性の向上へとつなげる経済システムの存
在なくして論じることはできない。その上で，
我々は企業家活動の連鎖をもたらす企業家競争
の形成と発展を重視する。第四節では，このよ
うな視点から企業家活動を評価する上で，企業
家的機会と企業家性の担い手 ･担われ方 ･活動
領域に関わる制度という二つの軸を提示し，第
五節ではそこから提示される四つの企業家活動
の類型と，それぞれの類型が企業家競争の形成
と発展にどのように関わるのかについて考察す
る。

1. 生産的・非生産的・破壊的：Baumol［1990］
における企業家活動の評価

　ボーモル（Baumol［1990］）は，「自身の富，権
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力そして地位を増す方法を見つけることに巧妙
で創造的な人間」［Baumol: 1990: 897］と企業家
を定義している。これによれば，企業家性の担
い手の動機は「自身の富，権力そして地位」の獲
得にあり，その上で企業家性を担うためには「巧
妙で創造的」でなければならないということに
なる。それゆえ，企業家には社会的生産性を高
めるイノベーションに貢献することによって自
らの目的を達成する者もいれば，生産を阻害す
ることによってその目的を達成する者もいる。
彼自身が指摘しているように 1），これはヴェブ
レンの企業家の定義と同じ流れである。事実，
社会的生産性を向上させる活動であろうが，社
会的生産性を時に阻むレントシーキングであろ
うが，目的を達成する過程が巧妙かつ創造的で
ありさえすれば，すべて企業家活動であるとい
うボーモルの定義はヴェブレンに通じるところ
がある。
　ただし，ここで取り上げるボーモルの論文は，
ヴェブレンのように 20 世紀初頭の資本主義の
メカニズムを解明するのではなく，企業家活動
の特性に焦点を当てたものである 2）。彼は，こ
の論文の中で歴史的に見ても企業家活動は必ず
しも生産的なものだけではなかったことを指摘
しており，その上で次の点を指摘している。

企業家性が，目的を達成するために用いられる
手段について限定された関心を持つ，想像的な
地位の追求であるならば，我々は企業家の活動
の本性を，時に劇的に，修正するために報酬の
構造変化を期待することができる。ゲームのル
ールは，したがって，企業家性が主に生産的，
非生産的あるいは破壊的な活動へと振り分けら

1） ボーモルは，後者のような企業家活動の考え方は，
Veblen［1904］にさかのぼることができると指摘
している。

2） ボーモルの企業家活動や資本主義に関する議論，
そして経済理論における企業家活動の論じ方に関
する議論として Baumol［1968］［1993］［2002］を
参照のこと。

れるかどうかを決めることを助長する決定的な
要因である［Baumol: 1990: 909］。

　これによれば，企業家活動が生産的あるいは
非生産的ないし破壊的なものとなる背後には特
定の企業家性を担うことによって得られる報酬
の構造が存在する。彼はそれをゲームのルール
と呼んでいる。彼は，歴史的に様々な様相を呈
してきた企業家活動に共通しているのは，ゲー
ムのルールによって企業家活動は生産的にも非
生産的にも破壊的にもなりうるという性質であ
ると指摘している。それでは，具体的にどのよ
うなゲームのルールが存在していたのだろうか。
　彼によれば，生産的企業家活動が支配的にな
るのは市場経済が発展していく 18 世紀イギリ
ス産業革命期以降である。それ以前の，古代ロ
ーマや宋王朝に代表される中世中国には，企業
家性を担うものすらいなかったと彼は指摘して
いる。なぜなら，古代ローマにおける富・地位・
名声・権力の獲得方法は，地主として地代収入
を得たり，高利貸しを行ったり，戦利品などの
政治的な報酬を得たりすることであったし，宋
王朝においては科挙に合格し，官僚制の高い位
置につくことが富・地位・名声・権力の獲得方
法であったからである。
　仮に商売や産業で富を得たとしても，この時
代は社会的な地位を得ることはできなかった。
古代ローマにおいては商業や産業などは奴隷身
分から解放された自由民によって担われるもの
であり，それを行うことは自らの品位を落とす
ことにつながっていたし，宋においては君主が
その領土全ての財産を所有するものとされてい
たので，例え富を得たとしても王朝が財政的な
苦境に陥るようになると，財産を没収されてい
たからである。このように，富の獲得が地位・
名声・権力の獲得に結びつかないだけでなく，
場合によっては地位・名声・権力の獲得にとっ
て富の獲得が阻害要因となりうるというゲーム
のルールの下では，たとえ古代ローマにおける
蒸気エンジンや水車，中世中国における紙や羅
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針盤，水車や水時計や火薬など，多くの発明が
あったにせよ，それをもってイノベーションを
担おうとする企業家は現れることがなかった。
　企業家性の担い手が現れてきたのは，ゲーム
のルールが変化したヨーロッパ中世の暗黒時代
においてである。この時代，富や権力は軍事活
動を通じて獲得されていた。土地や城は中世に
おける最も価値のある富であり，戦争によって
それを奪うことが豪族たちにとっての富と地
位・権力への道であった。このような状況の下
で，軍事活動を通じて富・名誉・権力・名声な
どの獲得を試みる軍事企業家が現れるようにな
り，彼らによって騎兵隊の戦術や築城法，甲冑
や武器類などが洗練化されていった。ボーモル
は，「これらのイノベーションは少なくとも私
的な経済利益を追求する上で担われた軍事企
業家による貢献として解釈することができる」
［ibid.:904］と評価しているが，「費用節約的な産
業過程の導入あるいは価値のある新しい消費財
を導入する」［ibid.］類のイノベーションではな
く，社会的生産性を向上させることはない。ま
た，他者の富を強制的に流用することによって
富の追求がなされている点で，彼はこれら軍事
企業家の活動を非生産的で破壊的な企業家活動
として位置づけている。
　生産的な企業家活動が現れてきたのは，12
世紀に入ってからである。その背後には，第一
に 11 世紀終わりにかけての復興過程で都市は
多くの特権を獲得するようになり，専横的な課
税や没収から市民を守り，逃げてきた農奴に対
しては 1年ほどの滞在期間の後に自由を与える
ことによって，労働力を創出することができた
ことがある。そして第二に，教会の努力によっ
て，それまでの軍事的企業家活動によってもた
らされる動乱が妨げられ，平和がもたらされる
ようになったこともその背後にある。このよう
な変化を背景として，12 世紀には，より組織
化された政府による平和を強化するより発展し
た努力がもたらされ，農業でも軍事でもない活
動が大きな利益をもたらすようになる。そこで，

社会的地位を認められるようになったのが，大
聖堂や宮殿，橋や要塞などを建築する建築技師
であり，彼らが生産的な企業家活動を担うこと
になった。ただし，君主制の確立とそれに続く
法と秩序の整備が進む中で，非生産的なレント
シーキングも現れてくるようになる。
　このような，生産的・非生産的双方の側面を
持つ企業家活動の例として，ボーモルはシトー
派の活動を取り上げている。12-13 世紀のフラ
ンスや南部イングランドでは，水車が大きな収
入をもたらしており，シトー派の大修道院はそ
のような技術的進歩を促進する重要な役割を担
っていた。彼らは熱心な企業家であり，消費を
抑え，広大な土地を蓄え，当時の標準からみれ
ばかなりの大きな動物の群れを飼っており，初
期の資本家として十分な量の資源を供給するこ
とが可能であった。彼らはその豊富な資源を基
に水車の建設という生産的企業家活動を遂行す
る一方で，建設した水車の利益を独占すべく近
隣の人々に動物を動力とする施設の利用を止め
させるように法的介入を行っていた点では現代
のレントシーキングに共通する側面も持ってい
る。

企業家の行動が割り当てられる様々な役割が存
在し，それらの中のいくつかはその人間に従来
帰せられる建設的でイノベーティブな台本には
沿わないものもある。事実，時に企業家は実際
に経済を傷つける寄生的な存在の先頭に立つか
もしれない［Baumol 1990: 894］。

　上記の事例は，いずれも通常企業家活動の「台
本」に載っているイノベーティブで生産的で建
設的な企業家活動とは異なり，その時々の状況
に寄生しながら自らの目的を達成する主体とい
うことができる。企業家が企業家性を担うこと
で自らの目的を達成する主体であるとすれば，
どのような企業家性を担うことによってその
時々の状況下で自らの目的をかなえることがで
きるのかということについても企業家は機敏で
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あると言える。そうであるならば，もしイノベ
ーティブで生産的な企業家性の担い手を増殖さ
せることができれば，それは経済の成長政策に
対して重要な貢献をもたらすことができる。ボ
ーモルが企業家活動の成果とゲームのルールと
の関係性に着目した理由はここにある 3）。
　ただし，そのためにはどうするか。ボーモル
がここで否定するのは，個々の主体の精神（企
業家精神）に遡り，それを活性化するという方
針である。なぜなら，このような方針からは，
何の具体的政策を立てることもできないからで
ある 4）。重要なのは，より多くの主体に生産的
な企業家性の担い手になることを促進させる状
況を作り出すことであり，こちらの方法の方が
企業家精神を喚起するよりも実践的であるとい
うのがボーモルの考えである。彼はこれに関し
て次のように述べている。

定められた時と場所において活動する企業家
が，偶然支配的になったゲームのルール　　経
済の報酬構造　　にどれほど深く依拠してい
ることだろう。したがって，ここでの中心的仮
説は次のようになる。すなわち，ある時期か
ら他の時期へと著しい変化を経験し，企業家的
資源の分配によって経済への本源的な効果を左
右するのを助けるのはルールの集合であり，企
業家の供給あるいは企業家の目的の本性

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

ではな
い。ルールや他の付随する環境の変化は，もち
ろん，企業家階層の気質を修正することができ

3） 「〔ルールや関連する環境を変えることによって
非生産的なものから生産的なものへと企業家活
動の構成を変えることができるという〕基本命題
が証拠によって支持されるならば，それは成長
政策にとって重要な含意を持つ（〔　〕内引用者）」
［Baumol 1990: 894］。

4） 「我々の生産性問題が説明できない理由によって
盛衰する『企業家精神（the spirit of entrepreneur-
ship）』に帰着するという見解は絶望の助言であ
る。なぜなら，それはひとたび衰えたその精
神をいかにして再び活性化させるかというこ
とに対して何の指針も提供しないからである」
［Baumol 1990: 894］。

るし，その規模をも変えることができる。こ
のことを否定あるいは重要性がないと主張し
ないで，この論文では，私は企業家階層の大
きさや気質よりも変化する企業家階層の分配
に注意を向けていくつもりである（傍点原著）
［Baumol 1990: 894］。

　ゲームのルールに応じて生産的にもなり，非
生産的，あるいは破壊的にもなりうるのが企業
家活動であり，イノベーティブで技術進歩の普
及度の高い経済システムにするためには生産的
な企業家性の担い手を増やさなければならな
い。ボーモルは，第一に市場経済の確立が不可
欠であることを指摘しているが，それに加えて，
独占を規制する法令を議会で承認したことによ
ってレントシーキングの機会が減少し，企業家
の多くが農業の改善や産業へと勢力を注ぐよう
になったという 17-18 世紀イギリスの事例を挙
げて，法体系や税制などを通じて，ゲームのル
ールをコントロールすることの重要性を指摘し
ている。彼によれば，現代の非生産的な企業家
活動の代表は，訴訟，乗っ取り，脱税・節税の
三つである。1980 年代以降，ライバルとの競
争において相手を弱らせるために会社の経営陣
が最も力を注いているのが訴訟であり，それ
は，裁判での勝利が多くの報酬をもたらす。そ
れゆえ，今日の企業家が最もよく相談する相手
はエンジニアではなく弁護士となってしまって
いる。彼は，課税ルールを変更することによっ
てこれらレントシーキングを抑制し，生産的企
業家活動を促進させることが可能であると述べ
ている 5）。

5） 「例えば，次のようなことが提案されてきた。す
なわち，キャピタルゲイン課税に短期間保有する
資産に対してははっきりと税を増やし，例えば 2
年以上保有する資産に対してはかなり税を減らす
というような『収益中立的な』修正をすることによ
って，乗っ取り活動を，それを妨害する以上に，
かなり生産性へ寄与する方向へと向けさせるだろ
う」［Baumol 1990: 917］。
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　彼の議論は以下のように要約することができ
る（以下図 1を参照のこと）。レントシーキン
グを促進させる企業家性Aや Bの活動を活性
化させるゲームのルールαが支配的な状況を
想定するとしよう。そこでは，レントシーキ
ングの得意な担い手 a や b によって企業家性
Aや Bが担われるようになるが，レントシー
キングが不得意な担い手 c や d や e は，企業
家性Aや Bを担おうとしてもうまくいかない
し，生産的なイノベーションを促進する企業家
性 Cや Dや Eを担おうとしてもゲームのルー
ルαの下ではうまくいくことがない。結果とし
て，非生産的ないしは破壊的な企業家活動が支
配的となってしまう。そこで，政府が税制や法
体系を変更することによって，生産的なイノベ
ーションを促進する企業家性 Cや Dや Eを活
性化させるゲームのルールβが支配的になった
としよう。そのようになれば，それまで企業家
性Aや Bを担ってきた担い手 aや bはそれま
で通りの活動によって利益を得ることが難しく
なる。その一方で，これまで生産的なイノベー
ションを行うことで利益を獲得しにくかった担
い手 cや dや e が企業家性 Cや Dや Eを担う
ことで利益を獲得できるようになる。これによ

って生産的な企業家活動が支配的になる。
　ボーモルは，これをシュンペーターの議論を
基にした経済政策論と位置づけている 6）。その
要点は，第一に本来企業家性はその担い手が富
や地位や名声，権力などを達成する手段として
担われるものなので，その結果が生産的なイノ
ベーションとなったかどうかは担い手にとって
は副次的な要素だということである。そして，
そのような多様な企業家性が存在する中で，ゲ

6） 「ここでの議論で最も重要なことは，シュンペー
ターの企業家活動に関するリストはレントシー
キングの行為におけるイノベーション，例えば，
最初にそれを活用する者へとレントを迂回させ
るのに効果のある以前には用いられなかった法
的しかけの発見のような項目を含めることによ
って実用的に拡張することができるということ
である。そのような社会にとって疑問の余地の
ある価値をもつ活動（私はこれを『非生産的企業
家 性（unproductive entrepreneurship）』の 活 動
と呼ぶ）をシュンペーター的イノベーションのリ
スト（といっても，独占の創造というシュンペー
ターがイノベーションと含めたものはきっと疑
問の余地のあるものである）に含める提案をする
のは一見したところ奇妙に思われるかもしれな
い。しかし，すぐに見ていくように，これはそれ
に従う分析にとってきわめて重要な処置である」
［Baumol 1990: 897］。

図 1　ゲームのルールと企業家性
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ームのルールをコントロールすることによって
生産的なイノベーションの担い手を増やしてい
くことができるというのがもうひとつの要点で
ある。

2. 生産的・略奪的：Holcombe［2007］における
企業家活動の評価

　ボーモルは歴史的事象を基に，ゲームのルー
ル次第で企業家活動が生産的にも非生産的（時
には破壊的）にもなることを論じた。そして，
その鍵が企業家性の担い手にとってのインセン
ティブの体系であるゲームのルールであり，立
法者はそれをコントロールしうると論じた。し
かし，立法者自身も常に生産的な方向に企業家
活動を主導するゲームのルールを置くとは限ら
ない。立法者自身も自らの富・権力・地位・名
声を得るために創造的な存在であり得るし，そ
こにもゲームのルールが存在しているからであ
る。この問題を考える上で，我々はホルコム
（Holcombe ［2007］）が提示した政治的企業家性
（political entrepreneurship）に関する議論を参
照することができる。
　彼の企業家論の特徴は，市場経済の下での企
業家活動が経済進歩をもたらす重要な要素であ
るとしている点である7）。彼の言う経済進歩と
は，GDP のような量的変化を意味する経済成
長とは異なり，経済生活の質的変化を伴う経済
変化を意味している。その例として，彼はアメ
リカの週平均労働時間が 50 時間から 35 時間へ
と減少したことを挙げている。これは一見する
と労働生産性の向上に伴う 15 時間の労働時間
の減少という量的な変化に見えるが，重要なの
は労働の性質がより安全にそして身体に負担を
かけないようになったという労働の質の変化の
方であり 8），このような質的変化は 20 世紀初頭

7） 彼の企業家論に関しては他に，Holcombe［1998］
［1999a］［1999b］［2002］［2003a］［2003b］を参照
のこと。

8） 「人々がより少ない時間でより多くの所得を得る

には 22%であった高校修了者の割合が 20 世紀
終わりには 88% へと引き上がるという次なる
質的変化をもたらす。これが彼の言う経済進歩
である。
　彼が述べた経済進歩は生産的な企業家活
動によってもたらされる。しかし，「問題は，
人々の本来の企業家的衝動を破壊的な方向で
はなく生産的な方向へといかに導くかである」
［Holcombe 2007: 113］と述べるように，ホルコ
ムもまた全ての企業家活動が生産的なイノベー
ションとなるわけではないと論じている。それ
ゆえ，いつ，どこで，誰が，どのような企業家
性を担うのかという問題が重要となってくる。
　そこで彼が重視するのが制度である。「企業
家的活動は企業家に企業家的活動からの利益を
自分ものとするのを許す制度的構造にかなり
の部分依拠している」［ibid.］と述べているよう
に，「制度的構造」によって企業家性の担われ方
が異なるからである。ホルコムは，経済進歩を
導く制度として所有権を保護しつつ，経済的自
由をもたらすような制度を想定しており，その
ような制度のひとつとして市場経済を挙げてい
る。
　「市場経済は諸個人に対して，その時と場所
に関する彼ら自身の特定の知識を基に活動す
ることを許し，そして企業家利益という形式
で，企業家的に活動する誘因をも提供する」
［ibid.:113］と述べるように，市場経済では企業
家活動の機会が多く存在し，そのような機会に
対して機敏に対応することによって新たな企業
家活動の機会が生まれ，企業家活動は活性化さ
れる。このような企業家活動の連鎖が経済進歩
をもたらすというのがホルコムの議論の特徴で
ある 9）。したがって，市場経済という制度的構

ようになる一方で，人々が行う仕事においてより
重要な進歩の要素は仕事時間の量的減少や産出量
の量的増加ではなく，むしろ仕事の性質における
質的変化である」［Holcombe 2003b］。

9） ただし，彼が述べる企業家活動の連鎖は最終的に
新古典派的な意味での市場均衡へと修練していく
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造の外で企業家性が担われるとき，それは必ず
しも経済進歩へと結びつかないことになる。ホ
ルコムはこの点を政治的企業家性に言及するこ
とによって明らかにしている。
　政治的企業家性とは「ある個人が政治的利益
機会を認め，活動する時」［ibid.: 143］担われる
ものであり，それは市場における企業家活動と
比べて略奪的な企業家活動となりやすい。そも
そも，企業家活動には，（1）利益機会の存在，（2）
機会を見抜き，利益機会を認識するのに十分な
ほど機敏な主体，（3）ひとたび見抜いた機会を
基にして活動しようとする主体，という三つの
要素が必要であり，それは市場においても政治
においても変わらないと彼は述べている。市場
あるいは政治状況の中に存在する利益機会を発
見し，それに対して行動を起こす主体がいるこ
とによって初めて企業家活動が現れるという点
では市場も政治も変わらないからである。
　ただし，「市場交換は自発的な合意によって
いるが，それに対して政治活動は常にその背後
に強制という要素がある」［ibid.: 143］と述べて
いるように，両者の間には根本的な相違がある。
この相違は次の二点に現れる。第一に，経済が
仮に完全に一般均衡の状態になっているとすれ
ば，未利用の利益機会は市場に存在しないとい
うことになるが，あるものから他のものへと資
源を強制的に移転させることによる政治的な利
益機会は消えることはない。それゆえ，政治的
企業家性を担うものにとってその機会は常に存
在することになる。そして，第二に，市場にお
いて成功する企業家活動は厚生を高めるもので
あるのに対して，政治においてはそこで獲得者
が得るものよりも損失者が失うものの方が大き
く，決して厚生を高めるものとはならない。政
治的企業家性が略奪的な企業家活動となりやす
いと述べている理由はここにある。

という新古典派的なカーズナー解釈に近く，我々
の提示する企業家活動の連鎖とは意味合いが異な
る。これについては後述する。

　そもそも政治的企業家性にとっての利益機会
はどこにどのような形で現れるのか。彼によれ
ば，そこには二つの源泉がある。第一に，利益
機会は「非効率性の排除あるいは政治的過程を
通した取引から利得を得られる政治的機会の発
見を通じて」［ibid.: 147］生じる。このような源
泉からはどのような政治的利益をもたらすの
か。これについてホルコムは次のように述べて
いる。「政治目的に最小費用の方法が与えられ
ていないならば，目的が最小費用で達成される
ように政府活動の性質を再構築することによっ
て利益機会が生じる」［ibid.］。つまり，ある特
定の政治目的を費用節約的に達成することがで
きたならば，それによって別の政治目的を達成
することができる。これがここでの政治的企業
家利益となっている。現在遂行されている政策
をより無駄なく行うことによって，別の遂行す
べき政策に着手することができる。このような
政治的企業家活動の連鎖は，効率的な政治的資
源配分をもたらすのに寄与する。
　この第一の源泉からもたらされる政治的企業
家活動は，効率性を増進させる生産的企業家活
動をもたらすものであるが，それに対してもう
一つの源泉は効率性を増進させない略奪的企業
家活動をもたらすものとなっている。それは，
「ある人々の集団から他の人々の集団へと富を
強制的に移転させることによって」［ibid.］生じ
る利益機会である。富を供出させられてしまう
人々からの政治的支援を失ったとしても，それ
以上に移転した富を受け取る人々からの政治的
支援の方が強ければ，政治的企業家は強制的な
富の移転によって利益を得ることができる。ホ
ルコム自身も述べているように，このような所
得再分配は財政の役割として認められたもので
ある。しかし，彼は民主政治システムの下では
このような政治的企業家活動の機会は常に存在
し，それゆえこのような略奪的企業家活動の連
鎖が生じても効率性の増進に寄与しないことを
指摘している。
　彼は，このことを，1 ドルを三人で分配す
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るという仮説的事例をもって説明している（以
下表 1を参照のこと）。当初，三人の内のα
とβが提携して，1 ドルを当初案（α, β, γ）＝
（1/2, 1/2, 0）のように分配しようとした。そこ
で分け前のもらえないγが代替案A（α, β, γ）
=（0, 2/3, 1/3）を提示したとする。代替案Aは
αが分け前を失うことによって，βとγに分け
前を増やすものであり，βとγが提携すればこ
の案が通ることになる。それに対して，αが代
替案B（α, β, γ）＝（1/3, 0, 2/3）を提示したとす
る。この案は，βの分け前を奪うことによっ
て，αとγの分け前を増やすものであり，αと
γが提携すればこの案が通ることになる。さら
に，βが，γの分け前を奪うことによってαと
βの分け前を増やすという代替案C（α, β, γ）=
（2/3, 1/3, 0）を提示すれば，αとβの提携によ
ってこの案が通ってしまう。このように，多数
派のメンバーが循環的に入れ替わることによっ
て，分配状況が変わってしまう。この時配分状
況が変わったとしても，効率的な分配状況が実
現されているわけではない 10）。
　彼は，この事例を用いて，代替案Aを提出
したγ，代替案 Bを提出したα，そして代替
案 Cを提示したβが政治的企業家性の担い手
であり，それぞれα，β，γの取り分を奪うこ
とによって自らの取り分を増やしていく過程を

10） この事例が示しているように，ここで彼は生産的
という用語をパレート効率的という意味で用いて
いる。ここでの用語法では，パレート改善をもた
らす企業家活動が生産的な企業家活動であって，
そのような状況をもたらさない企業家活動が略奪
的な企業家活動ということになっている。その一
方で，彼は経済進歩をもたらす企業家活動を生産
的とも考えている。我々はこの二つの定義が同じ
であるとは考えていない。シュンペーターがしば
しば事例で取り上げるように，駅馬車に代わって
鉄道が現れたとき，鉄道会社は時にホルコムの定
義する略奪的な活動もしているからである。第 3
節で論じていくが，我々は，ホルコムとは違い，
新たな企業家的機会を生み出していくかどうかと
いう意味で生産的という用語を用いていく。この
定義はホルコムの後者の用語法に当てはまる。

示したが，それが可能なのは民主政治システム
という制度的構造があるからである。民主政治
の下では多数派の利益が重要であって，その際
少数派の損失を過小なものとして認識させ，時
には損失を無いものとして扱うことがあるから
である。
　また，彼は，市場経済における企業家間の競
争とは異なり，政治的企業家間の競争には個人
間の競争と政党間の競争という二つの側面があ
ると論じている。その中でも重要なのが，現職
者と非現職者という個人間の競争である。すで
に政治的権力を持っている現職者は，その力を
奪おうとする挑戦者との競争の中で，挑戦者に
対しては対立的な姿勢を取り，現職者間が連携
し，有権者に有利になるような強制的な資源の
移転をすべく政治力を活用するようになるから
である。
　一方，競争的状況が政党間のものであるとす
れば，それは，一時的な独占的地位を巡る企業
間の競争と同じようなものであり，競争してい
く中で独占利益がゼロに近づいていく形で効率
的な資源配分をもたらしていくことになる。言
い換えれば，政党間での競争ならば政治的企業
家性は生産的企業家活動となる傾向にある。そ
れに対して，競争が現職者と挑戦者との間のも
のであれば，現職者は常に参入障壁を設けて，
政府の強制力という利益を確保しようとする。
それ故，現職者は自らを支持する投票者や利益
集団の意向をかなえるべく行動しなければなら
ず，それが略奪的企業家活動となって現れる。
ただし，ある特定の略奪的企業家活動の源泉は
当然のことながら永続するわけではない。現職
者が支持者の意向に従ったがゆえに自らの利益
が無くなってしまうということがあるからであ

表 1　略奪的企業家活動の利益機会
α β γ

当初案 1/2 1/2 0
代替案A 0 2/3 1/3
代替案 B 1/3 0 2/3
代替案 C 2/3 1/3 0
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る。しかし，上述した事例で見たように，略奪
的企業家活動を遂行するきっかけとなる利益機
会は常に他のところで見いだすことができる。

3. 企業家性は何を促進するか？

　ボーモルは企業家性の担い手に対するインセ
ンティブの体系であるゲームのルールによっ
て，企業家性の担い手が生産的にも非生産的に
もなりうることを指摘し，特にレントシーキン
グを抑制する上で立法者の役割が重要であるこ
とを論じた。また，ホルコムも制度的構造によ
って，企業家性の担い手が生産的にも非生産的
にもなりうることを指摘した。特に，多数派の
利益が優先される民主政治システムという制度
的構造の下では，立法者もまた略奪的な企業家
性の担い手となりうることを示した。これら両
者の議論に共通していることは，企業家活動は
背後にあるルールや制度によって，生産的にも
非生産的にもなりうることを指摘している点で
ある。しかし，そもそも彼らが企業家活動を評
価する上で基準としている生産性とはどのよう
な意味なのだろうか。
　ホルコムは，パレート改善の手続きを経てい
ないことを論拠に上述した政治的企業家活動を
略奪的としている。これは，彼が生産的企業家
活動をパレート改善の手続きに準拠するものと
して位置づけていることを示しており，彼が生
産的をパレート効率的という意味で用いている
ことを示している。これに従えば，企業家活動
は新古典派市場理論が前提とする市場均衡化を
もたらす活動として位置づけられることにはな
らないだろうか。もちろん，カーズナー（Kirzner
［1973］）は企業家活動が市場均衡化をもたらす
と述べているが，彼が述べる均衡化と新古典派
経済学における均衡化とは意味が異なる 11）。事
実，彼は完全知識の前提や完全競争市場におけ

11） これについては，Kirzner［1973］［1992］［1997］を
参照のこと。

る均衡化の論理矛盾を指摘している。そこでは，
完全知識の前提を置く限り，企業家競争の過程
で生じる発見やそれに伴う驚きや失望などが生
じず，完全競争市場の前提に近づけるほど企業
家競争という過程を説明することができなくな
ることが論じられている（Kirzner［1997］）。新
古典派経済学が前提とする市場均衡化の過程を
担う活動を生産的企業家活動として評価するこ
とには，以上のような問題がある。
　一方，ボーモルは経済成長を促す企業家活動
が生産的であるとし，税制や法体系の変更を通
じて，生産的な企業家活動を促進させ，経済成
長に貢献しない非生産的な企業家活動を抑制す
ることにより経済成長を促進させるという政策
を提示する。しかし，これには二つの問題があ
る。ひとつは，経済成長を GDP成長として考
えているとすれば，そこで述べている経済成長
とは，シュンペーター（Schumpeter［1926］）が
企業家活動なしに達成されうるものとして述べ
た経済成長でしかないということである。シュ
ンペーターは，与件としての人口，資本量，消
費者嗜好の変化に既存の行動様式や経済慣行を
もって適応していく循環フローの過程を述べて
いるが，この種の経済成長はこの過程から説明
することは可能である。
　また，もしボーモルが想定している経済成長
がシュンペーターの述べた経済発展を伴うもの
だとすれば，そもそもどのような企業家活動を
抑制し，どのような企業家活動を促進すべきか
を見極めることは難しい。シュンペーターは企
業家活動を創造的反応と呼んだが，それは事前
にはその活動を理解することができず，不可逆
的な変化をもたらす活動という意味であった。
そして，その発生頻度ないし強度は，社会にお
ける人材の質や個人の意思決定 ･行動パターン
などに依存する （Schumpeter［1947］）。仮に抑
制または促進すべき企業家活動を同定できたと
しても，それが依拠している意思決定や行動パ
ターンを同定しなければならない。本来事後的
にしかその成果を評価することのできない企業
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家活動をこのような形でコントロールするには
限界がある。
　生産的であったかどうかを事後的にしか評価
できない企業家活動に対して，生産的̶非生産
的という視点から評価することには問題があ
る。我々は，改めて企業家性の担い手に求めら
れていることが何なのかについて考える必要が
ある。そのヒントになるのは，A.H.コール （Cole
［1959］）の議論である。彼は，企業家活動がも
たらす変化には天然資源の利用可能性や資本循
環の流れ，労働の質，消費者需要といった経済
の諸条件の変化だけではなく，それをとりまく
文化社会的環境の変化も含まれると述べてい
る。この変化には，例えば自動車や電話，ラジ
オやテレビの出現とその普及によって，輸送や
情報発信・伝達の生産性が向上されたといった
ボーモルやホルコムらが社会的生産性の向上と
呼んだ変化だけではなく，それにともなう仕事
や生活様式の変化，そしてこのような変化をも
たらす企業家活動の遂行主体や遂行形態，そし
て活動領域の変化も含まれている。重要なこと
は，これら多層にわたる変化は，一企業家活動
によってではなく，企業家競争という多くの企
業家活動の継起を通じてもたらされるものだと
いうことである。
　これは，それ自体が生産的か否かということ
よりも，企業家競争という経済秩序を形成・発
展させるかどうかという側面から個々の企業家
活動を評価すべきであるということを意味す
る。蒸気エンジン，ガソリンエンジン，ディー
ゼルエンジン，電気モーターなど，動力源の多
様化をもたらしたものが企業家競争であるとす
れば，ガソリンエンジンからハイブリッド，電
気モーターへと支配的な動力様式を選択してき
たのも企業家競争である。そして我々の仕事や
生活様式を多様化させたのも企業家競争であれ
ば，このような企業家活動なしには機能しなく
なるように経済システムを進化させてきたのも
企業家競争である。我々はこのような企業家競
争の形成と発展をもたらす要因としての企業家

性を積極的に担う主体を評価する必要がある。

4. 企業家活動の評価軸：機会と制度

　シュンペーターが創造的適応と述べたよう
に，企業家活動には意図したものとは異なる成
果をもたらす可能性が常に含まれている。この
ような企業家活動によって形成される企業家競
争の下で，経済生活の多様化や，多様化した経
済生活の選択がなされ，企業家活動の担い手・
担われ方・活動領域も変化していく。個々の企
業家活動に求められることは，既存の企業家競
争への参入や新たな企業家競争の形成を促すこ
とにある。問題は，どのようにしてこのような
企業家活動の側面を評価するのかということで
ある。これに関して，我々は第一に企業家活動
のきっかけをもたらす機会，第二に企業家活動
と経済システムとの関係性を決定する制度とい
う二つの軸をもって評価すべきであると考え
る。
　第一の企業家的機会についてであるが，これ
に関して我々はシェイン（Shane［2003］）による
企業家活動の過程を参照することができる（以
下図 2を参照のこと）。彼は，進取的な主体と
そのような主体によって活用されるべき事象と
の間のインターフェイスとして企業家的機会を
位置づけ，経済社会に存在するこのようなイン
ターフェイスの発見・評価・活用に携わる活動
として企業家活動を位置づけている 12）。それゆ
え，彼は，企業家的機会の発見と開拓すべき機
会の決定，そしてそこから一定の成果を出す上
で必要な資源の調達や戦略の決定を行い，実際
に成果を出すべく諸活動を組織化していく過程

12） 事実，彼は企業家性を「進取的な諸個人と有益な
諸機会の束」［ibid.: 9］として説明し，企業家活動
を「それまで存在していなかった成果を組織化す
ることを通じて，新しい財やサービス，新しい組
織化の方法や新市場，新行程，そして原材料を導
入する機会を発見，評価，活用することに関わる
活動」［Shane 2003: 4］と定義している。
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などをもって企業家活動を説明している。企業
家競争はこのような機会を通じて参入し競争し
ていく主体によって形成されることになる。
　企業家的機会に関しては，ホルコムも次のよ
うに述べている（Holcombe［2003a］）。彼によれ
ば，企業家的機会には（１）市場の不均衡，（２）
生産可能性の拡張，（３）企業家活動，という三
つの源泉がある。第一の源泉は，選好の変化や
気候変動，天然資源の激減などによって市場の
不均衡が生じ，企業家がそれを参入の機会とし
て発見し，実際に参入することによって市場の
均衡化が図られる。第二の源泉は，生産可能性
の拡張を企業家が機会として発見し，活用する
ことによって規模に対する収穫逓増がもたらさ
れ，収穫逓増に伴う資本性能や労働力の向上，
さらに産出量の増加や市場範囲の拡張などがさ
らなる機会として発見され，活用される。そし
て第三の源泉が，以前に行われた企業家活動に
よって可能となった事柄が機会として発見し，
活用されていくというものである。我々が個々
の企業家活動を評価する上で最も重視するの
は，新たな企業家的機会をもたらす企業家活動
であるかどうかである。これに従えば，ホルコ

ムが挙げた第三の源泉が企業家活動の連鎖をも
たらす過程において重要となる。
　以上から，企業家競争という競争的秩序を形
成・活性化させる上で，他の企業家活動を誘発
する企業家活動を評価する上で，我々は企業家
的機会という点に着目する。具体的には，個々
の企業家活動を企業家競争の形成と発展におい
て不可欠な企業家的機会の連鎖に貢献したかど
うかという観点から評価すべきであると考え
る。
　企業家的機会という企業家性を担う契機が
あっても，実際にその契機を活用して多くの
企業家活動が生じるかどうかは企業家活動と
経済システムとの関係性次第である。シュン
ペーターは，資本主義の初期において企業家
活動の遂行には「確固たる事物をつかみ，その
真相をみる意志と力」，「ひとりで衆に先んじて
進み，不確定なことや抵抗のあることを反対
理由と感じない能力」，さらに「他人への影響
力」［Schumpeter1926=1977:（上）230 頁］などを
もつ主体が不可欠であると述べ（Schumpeter
［1926］），後期において企業家活動は組織的に
遂行できると論じている（Schumpeter［1950］）。

図 2　企業家活動の過程

出所：Shane［2003］p.251
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これは企業家活動と経済システムとの関係性の
変化を示している。企業家活動の評価軸の第二
として我々はこの点を考慮する必要がある。
　企業家活動と経済システムとの関係性につい
ては，企業家活動を方向付けるインセンティブ
体系を挙げることができる。これについて我々
は第一節においてボーモルの議論をみてきた
が，彼はインセンティブ体系（「ゲームのルー
ル」）と企業家活動に関して次のような命題を提
示している。

（命題 1）ゲームのルールは場所と時期が異な
れば劇的に変化する

（命題 2）ゲームのルールの変化に応じて企業
家的な行動も変化する

（命題 3）生産的活動と非生産的活動との間の
企業家性の分配が経済のイノベーティブ
度や技術的発見が普及する度合いに強い
影響力をもつ

命題 1と 2は，企業家へのインセンティブ体系
がその時々の社会的状況に応じて変化し，企業
家活動もそれに応じて変化するというインセン
ティブと企業家活動との関係性を述べたもので
ある。第一節で見てきたように，彼は古代ロー
マ，中世中国，中世ヨーロッパなどの歴史的事
象を参照しながら，この二つの命題を裏付けて
いる。我々はこれらの事例から次の二点につい
て言及しておく必要がある。第一に，ボーモル
が命題 1と 2で示す変化は長期的だということ
である。そして第二に，彼はこれらルールの変
化をもたらす外的要因として外国の侵略や予期
しない気候変動などを挙げているが，事例が示
す長期的な社会的状況の変化を通じて変化して
いるのはインセンティブ体系だけではなく，企
業家性のあり方も変化しているということであ
る。
　企業家性の在り方の変化には，豪族や建築技
師，僧侶，商人などのように企業家性の担い手
が変化していくことと，企業家性の担い手なし

には機能しなくなっていくという経済システム
の進化が含まれている。ここで述べている経済
システムの進化については，企業家活動の担わ
れ方の変化と企業家活動の活動領域の変化を見
ることで把握できる。前者は，ボーモルが示し
た事例で示されているような担い手の変化では
なく，企業家活動の遂行組織の変化と言い換え
ることができる。日常的に企業家と言えば通常
一個人を指すが，その活動は一個人でなしえる
ものではなく，通常組織的に担われている。我々
は企業家性の担い手を果たすという機能的な意
味で企業家という概念を用いている。それゆえ，
企業家として企業組織を置くこともできる。企
業家活動の担われ方の変化とは，企業家活動を
遂行する企業組織の形態の変化とも言える。個
人企業から法人企業へという企業家活動を遂行
する組織形態の変化は企業家性の在り方の変化
のひとつである。そして，ボーモルが示した事
例では，軍事から公共事業，そして商業，産業
へと企業家活動の領域が変化していることも注
目に値する。社会企業家やソーシャルビジネス
というように，社会的課題の解決に対して新し
いビジネスモデルを提示しその実現を図ること
で利益を獲得していく活動が現れているよう
に，企業家活動の活動領域は今日においても変
化し，拡張し，多岐にわたっている。これらは，
いずれも企業家性なしには機能しなくなるよう
な経済システムへと進化していく過程を示すも
のであり，制度進化は企業家活動を評価する上
で重要な軸を構成する。
　以上をまとめると，企業家活動と経済システ
ムとの関係性の進化を考える上で，我々は以下
の三つの変化について考えなければならないと
いうことになる。

（a）インセンティブ体系（「ゲームのルール」）
の変化

（b）企業家性の担い手の変化
（c）企業家性の在り方（担われ方と活動領域）

の変化
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ボーモルが命題 3 で示した内容は，（a）と（b）
の比較的短期的な変化であると言える。彼は「ゲ
ームのルールを即座にそして大きく変えること
のできる

4 4 4

手段（傍点原著）」［Baumol 1990: 917］
として，政府による独占の制限や，被告側が無
罪だった場合は原告側に訴訟の費用負担をさせ
るようにする制度を置くなどして，非生産的な
企業家活動の抑制を図り，生産的な企業家活動
を促す政策を政府が遂行することを提案してい
る。ただし，政府が変えることのできる変化は
企業家性の担い手に対するインセンティブ体系
にとどまる。我々が重視するのは（b）と（c）の
より長期的な変化である。現行の制度下では経
済成長に結びつかず資源の浪費をもたらす活動
であっても，それが新たな企業家活動の活動領
域の開拓や新たな担われ方の先例となり，後続
する企業家活動にとっての先駈けとなるのであ
れば，我々はそれらの活動を積極的に評価すべ
きであると考える。

5. 企業家活動の四類型

　前節では，企業家活動の評価軸として機会と
制度という二つの視点があることを述べた。本
節では，これに基づいて企業家活動の四類型を
提示する。我々が提示する企業家活動の評価軸
は，（1）企業家的機会の創出̶企業家的機会の
消化，（2）制度進化̶制度強化という二つであ
る。
　（1）は個々の企業家活動が新たな企業家的機
会を創出・顕在化させるに至ったのか，それと
もすでに顕在化されている企業家的機会を消化
する活動であったのかを示す。これは，企業家
性の担い手が新たな企業家的機会を発見ないし
創出するに至ったかどうかという側面を評価す
る軸である。上述したように，これは，企業家
活動の成果を社会的生産性という視点ではな
く，企業家競争という競争的経済秩序の形成に
寄与したかどうかという視点で評価することを
意味する。

　その一方で（2）は当該の企業家活動が企業家
活動の背後に存在するルールや制度の進化に寄
与したか，それとも既存のルールや制度の強化
に寄与したかということを示す軸である。これ
は，軍事活動のような非市場活動から発明に基
づくイノベーションへという企業家活動の活動
領域の変化や，個人から組織へと企業家性の担
われ方の変化といったA.H. コールが企業家的
変化として述べた企業家活動によってもたらさ
れる社会的変化の側面を評価する軸である。評
価の時間軸としては，（1）が短期的であるのに
対して，（2）は長期的である。
　これら二つの評価軸を用いて，我々は企業家
活動を以下の四つに類型化する（以下図 3及び
表 2を参照のこと）。

　類型 1：先導的企業家活動
自ら企業家的機会を創出し，制度進化に寄
与する活動を先導的企業家活動とする。こ
の類型の企業家活動を論じたものとして
は，シュンペーター（Schumpeter［1926］）
のイノベーション，カーズナー（Kirzner
［1973］［1992］［1997］）の利益機会の発見
とその参入，クリステンセン（Christensen
［1997］）の破壊的イノベーションを挙げる
ことができる。

　類型 2：追随的企業家活動
すでに創出された企業家的機会を消化する
ものであるが，制度進化に寄与する活動を
追随的企業家活動とする。この類型の企業
家活動を論じたものとしては，シュンペー
ターの追随的参入やカーズナーの利益機会
の発見とその参入を挙げることができる。

　類型 3：寄生的企業家活動
すでに創出された企業家的機会を消化し，
既存の制度を強化することに寄与する活動
を寄生的企業家活動とする。この類型の企
業家活動を論じたものとしては，ヴェブレ
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ン（Veblen［1904］）が提示した自らの所有
権拡大を目的とする活動，ボーモルの非生
産的あるいは破壊的企業家活動，ホルコム
の略奪的企業家活動などを挙げることがで
きる。

　類型 4：保守的企業家活動
企業家的機会を創出するものではあるが，
既存の制度の強化に寄与する活動を保守的
企業家活動とする。これには，ペンローズ
（Penrose［1959］）の企業の内部資源を活用
して企業成長をもたらす活動，ヴェブレ
ン（Veblen［1904］）が提示した自らの所有
権拡大のために行う活動やガルブレイス
（Galbraith［1978］）が提示したテクノスト
ラクチャを中心とした技術進歩，クリステ
ンセン（Christensen［1997］）が提示する持
続的イノベーションなどが含まれる。

　ボーモルの議論は，個々の企業家活動が経済
成長に寄与しうるかどうかという視点で生産的
か否かを評価する軸であった。言い換えれば，
GDP 成長に寄与しうる活動が生産的でそうで
ない活動は非生産的ということである。我々が
用意した四類型でこれら「生産的」に当てはまる
ものは，類型 2の追随的企業家活動と類型 4の
保守的企業家活動である。これらの類型は，発
見された利益機会に追随的に参入することや企
業成長を促したりすることによって，個々の企
業家活動が経済成長に寄与しうる。これらの類
型は，ボーモルが述べたようにインセンティブ
体系の調整を通じて限定的ではあるが制御する
ことができるかもしれない。
　その一方で，類型 1の先導的企業家活動と類
型 3の寄生的企業家活動は「非生産的」に当ては
まる。寄生的企業家活動についてはその理由を
既に見てきたが，なぜ先導的企業家活動も「非
生産的」に当てはまるのか。それは，先導的企
業家活動の多くが失敗に終わり，後続する追随
的企業家活動や保守的企業家活動がなければ経

済成長へつながらないからである。 
　実は，生産的̶非生産的という評価軸の問題
点はここにある。個々の企業家活動が「生産的」
なものとして現れてくる追随的ないし保守的企
業家活動は先導的企業家活動を前提としてい
る。それゆえ，「生産的」企業家活動を優遇し，「非
生産的」企業家活動を抑制するような政策を行
うならば，追随的企業家活動はやがて停滞し，
保守的企業家活動のみが促進されるということ
になる。保守的企業家活動が支配的になる企業
家競争の下では，既存の財やサービス，システ
ムの改良のみが行われ，新たな財やサービス，
システムなどの創出はなされない。これら追随

図 3　企業家活動の四類型

表 2　企業家論上での四類型の位置づけ
類型 代表的論者

1　先導的
（機会創出 /制度進化）

シュンペーター（イノベーション）
カーズナー（利益機会の発見・参入）
クリステンセン（破壊的イノベーション）

2　追随的
（機会消化 /制度進化）

シュンペーター（追随的参入）
カーズナー（利益機会の発見・参入）

3　寄生的
（機会消化 /制度強化）

ヴェブレン（所有権の拡大）
ボーモル（非生産的・破壊的企業家
活動）
ホルコム（略奪的企業家活動）

4　保守的
（機会創出 /制度強化）

ペンローズ（企業家活動による企業成
長）
ヴェブレン（所有権の拡大）
ガルブレイス（テクノストラクチャを中心
とした技術進歩）
クリステンセン（持続的イノベーション）
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的ないし保守的企業家活動は形成された企業家
競争を発展させるものとして評価すべきである
が，それら企業家競争の形成には先導的企業家
活動が不可欠であるし，次なる企業家競争の発
生に寄与するものとしても先導的企業家活動は
重要な役割を担っている。しかし，この類型の
企業家活動は失敗に終わることが多く，その大
半は「非生産的」な成果を残すことになる。「非
生産的」な企業家活動を抑制する政策は，企業
家性の担い手を追随的あるいは保守的なものへ
と偏在させ，結果として企業家競争という経済
生活の多様化とその選択をもたらす競争的秩序
の衰退をもたらす点で問題が多い。
　我々は他の企業家活動を誘発するかどうか，
そして企業家性の在り方（担われ方や活動領域）
の変化をもたらすかどうかという視点から企業
家活動を評価すべきであると論じてきた。これ
らは様々な企業家競争の形成と発展をもたらす
要因だからである。最後に，企業家活動の四類
型を基にした企業家競争の形成と発展という過
程について考察する（以下図 4を参照のこと）。

　企業家競争はその内部で様々類型の企業家性
が担われ，その競争的秩序の下で多くの財やサ
ービスやシステムが生み出され，選択されてい
く。そしてこのような企業家競争が形成され，
活性化されていくことによって，経済成長と制
度進化という二つの過程が促進される。前者は
GDP成長に現れる量的成長であるのに対して，
後者は企業家性の担われ方の変化や企業家活動
の活動領域の変化という経済進化の過程を意味
する。この過程を説明する上で，企業家競争Ⅰ
と企業家競争Ⅱという二つの企業家競争の形
成と発展のモデルを用いることにする（以下図
4を参照のこと）。この二つの企業家競争には，
馬車と鉄道，内燃機関による自動車とモーター
による電気自動車など様々な事例を当てはめる
ことができる。
　ひとつの企業家競争の中では様々な類型の企
業家活動がなされるが，それは先導的企業家活
動に対する追随的企業家活動によって形成され
る。先導的企業家活動は自ら発見ないし創出し
た機会を活用して利益を獲得すべく活動してい

図 4　企業家競争の形成と発展
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くが，その多くは失敗に終わり，成功したとし
てもそれ自体で企業家競争という経済秩序を形
成するには至らない。経済生活の多様化とその
選択をもたらすのが企業家競争だとすれば，経
済生活の多様化をもたらすのは先導的企業家活
動とそれに対する追随的企業家活動によってで
ある。 
　先導的・追随的企業家活動によって新たに形
成されるに至った企業家競争の下で，保守的企
業家活動は新たな利益機会を発見し，企業家競
争への参入を促す。例えば，ガソリンエンジン
やディーゼルエンジンの開発と改良，それに関
わる企業間のネットワークの構築など保守的企
業家活動によってもたらされる事柄は多く，当
該企業家競争に能力，資源，資金を寄せ集める
諸力をもたらす保守的企業家活動は経済成長を
もたらす活動としても重要である。 
　また，ひとつの企業家競争には，株式や債券
の売買，関連する知的財産の売買，関連する企
業の買収や訴訟など，レントシーキングによっ
て利益を獲得する寄生的企業家活動が存在す
る。ボーモルが指摘するように，寄生的企業家
活動が活発になることによって経済成長は時に
阻害されることになる。
　以上が企業家競争の形成と発展の過程であ
る。ひとつの企業家競争から別の企業家競争が
生じるかどうかは新たな先導的企業家活動を遂
行する主体が現れるかどうかによる。既述した
ように，先導的企業家活動の多くは失敗に終わ
り，その担い手は無名のままである。しかし，
この活動なしには新たな企業家競争は生ずるこ
とはなく，企業家性の在り方の変化をふくむ制
度進化や経済成長はもたらされることはない。

6. おわりに

　様々な経済学説を通じて浮かび上がるのは，
市場経済における動態的な調整とイノベーショ
ンを促進する主体としての企業家像である。動
態的調整とは，経済資源の配分ではなく，それ

を通じた経済生活の多様化とその選択という経
済変化を意味する。そして，それは一企業家活
動によってではなく，多くの企業家活動によっ
て形成される企業家競争という経済秩序を通じ
てもたらされるものである。イノベーションも
同様であり，多くの企業家活動による企業家競
争を通じて遂行される。我々はこのような企業
家活動を遂行する主体を企業家と定義し，その
時企業家が担っているものを企業家性と定義し
ている。企業家性とは市場経済システムに存在
する複製子であり，それは自らの地位や名声，
富の追求という動機をもつ主体によって担わ
れ，その担われ方の変化や活動領域の拡張をも
たらすと同時に，経済生活の多様化と多様化し
た経済生活の選択をもたらす行動様式のひとつ
である。企業家性はその担い手の活動を通じて
経済システムへと浸透し，それなしには機能し
ないように制度進化をもたらす。
　このような企業家活動を評価する上で，我々
は企業家活動を社会的生産性の向上に寄与する
かどうかではなく，企業家競争の形成と発展に
寄与するかどうかという視点を提示した。これ
は，生産的か否かという評価軸には，第一に社
会的生産性という概念そのものが多義的であ
り，これを持って企業家活動を評価することが
難しいという点，第二に多くは失敗に終わり資
源の浪費をもたらすが，それなしには企業家競
争が形成されることはない先導的企業家活動を
この評価軸ではうまく扱えないという点で問題
があったからである。また，ボーモルが提示し
たような非生産的な企業家活動を抑制する政策
は，結果として先導的企業家活動を抑制するこ
とにつながり，企業家競争それ自体を衰退させ
ることになる。
　我々が提示した企業家活動の四類型は，企業
家活動の連鎖をもたらす企業家的機会を創出す
るかどうかという軸と企業家性の在り方の変化
をもたらす制度進化という軸を用いることで，
生産的 - 非生産的に代替しうる，促進すべき企
業家活動を同定することができる。企業家競争
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は資源，能力，資金を引き寄せる諸力をもつ競
争的経済秩序である。そしてそのような秩序を
形成し，その秩序に諸力をもたらすのは，多様
な企業家性の担い手によってあることを確認す
る必要がある。
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